
　那覇市長　宛

令和 年 9 月 23 日

中間報告書
令和７年6月13日付け、那覇市指令市ま第1078号で交付決定の通知を受けた当該事業について、現

時点での進捗を下記のとおり報告します。また、市ホームページへの掲載を承認し、中間報告会で他

団体とも内容を共有します。

1.事業名 子どもたちのできたぁー！があふれるスバコ～小さな一歩を応援する居場所～

2.実施内容

（何をいつ実施したか(事務局会議は除く)、対象者や実施場所など）

・外国語＆多文化交流（校内学習）

日時：7月28日（月）、8月25日（月）、9月24日（水）　場所：こどものスバコ　対象：スバコキッズ

・スバコで遠足（校外学習）

日時：8月13日（水）9時～16時　場所：南城美術館・コストコ南城倉庫店・スバコ（ワークシート）

対象：スバコキッズ（石嶺小・城東小 17名　ボランティア 4名　保護者 2名）

・地域交流

日時：8月10日（日）17時30分～19時　場所：石嶺町民会館　内容：ミネコヤさんの上映会

・スバコ体験

日時：8月17日（日）14時～17時　場所：那覇市中央公民館　内容：eスポーツ＆ポケモンカード

日時：8月20日（水）13時～17時　場所：こどものスバコ　内容：スバコでスマ＆ポケ（ゲーム大会）

7

団体名　一般社団法人 Team SUBAKO

代表者　玉城　大聖

担当者　玉城　七海

「なは市民活動支援事業」

【良かった点】

3.事業を一言で

表現すると

(例：生活困窮世帯に食糧を配布することで、対象者が安定して食事が取れるように支援する。)

　　体験活動を通して、こども一人ひとりの選択肢と可能性を広げる。

【改善点・今後につなげる点】

4.これまでの活動の

振返り

・新しいこども、学生ボランティアの参加もあり、交

流の輪が広がった。

・校外学習ではランダムに決めたグループで行動した

ことで居場所内でも仲よく話すようになった。

・体験を通じてこども達の「質問する力」「自分の意

見や感想を言える力」が伸びた。

・偏食の子が遠足でみんなと一緒にホットドッグを食

べることができた。（行く前は食べないと言ってい

た）

・こども達自らバスの運転手さんや美術館のスタッフ

さんなどに挨拶、お礼を言うことができた。

・保護者との交流

　→保護者がスバコやイベントの内容をあまり把握し

ていなく、イベントに参加したくてもためらう子がい

た。

・学生ボランティアを増やし見守りの強化（校外学習）

　→こども達の行動は未知数のため、校外学習では1グ

ループあたりで1～2人のボランティアが必要。

・活動の周知

　→一部の家庭には情報が届きにくく、利用につな

がっていない。
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5.今後の活動予定

（事業期間内又はすでに終

了した団体については次の

予定）

（何をいつ実施するか、対象者や実施場所、など）

・外国語＆多文化交流（月1回）

内容：外国語（英語など）を学んでみたり、交流をしたりする。

・スバコで遠足（校外学習＆地域交流）11月中旬

内容：名護防災研修センターで地震や初期消火、煙避難、水害時脱出体験を行う　

対象：スバコキッズ（高学年）15名　地域の方

・スバコで体験（校内または校外学習）2月中

内容：陶芸を体験する

対象：15名のこどもたち

・イベント振り返り、こども企画会議

内容：イベントに参加したこども達と振り返りをしながら、次回はどのようなことを行いたいかこども達に意見を

聞き次年度につなげる。

（　スマブラ＆ポケモンカード大会～全集中～　）

6.活動写真

（簡単な説明文を記入）

7.今回の達成目標

（当初の事業計画書に記載

した目標）

8.現時点の目標達成度　　

（例：60%達成）
目標達成度55%

・校内学習の開催　3回/6回

・校外学習の開催　1回/2回

・地域交流イベントの開催　1回（参加）/2回

・校内・校外学習の参加者　17人（校外）/1回あたり15人

（　大きな鹿のオブジェの前でパシャリ📷　遠足） （　ミネコヤさんの上映会！監督さんへ質問👂　）

（J-snakeさん達とスマブラ・ポケカをしたよ！）
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